
の
学
校
教
育
活
動
等
の
充
実 

〇
花
壇
の
整
備
や
掲
示
な
ど
の

環
境
教
育
の
充
実
を
図
る
。
ま

た
、
小
学
校
間
の
交
流
活
動
や

小
学
校
中
学
校
の
交
流
活
動
を

通
し
た
人
間
関
係
づ
く
り
を
行

等
を
め
ざ
し
て
い
る
。
年
度
初

め
に
は
四
つ
の
地
域
教
育
目
標

を
設
定
し
、
め
ざ
す
子
ど
も
像

実
現
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

協
議
し
、
そ
の
具
体
的
方
策
の

検
討
を
行
っ
て
き
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。 

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二

十
九
日
（
金
）
午
後
に
開
催
す

る
研
究
発
表
会
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
取
組
を
公
開
し
、
皆
様
の

学
校
・
地
域
で
の
取
組
の
参
考

に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

◇
亀
川
小
学
校
は
、
平
成
二
十

四
年
四
月
宮
地
岳
、
枦
宇
土
、

亀
場
の
三
小
学
校
が
統
合
さ

れ
、
旧
亀
場
小
学
校
を
校
地
校

舎
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

学
校
統
合
に
あ
た
り
、
学
校
が

な
く
な
る
地
域
で
は
、
子
ど
も

の
声
が
聞
こ
え
な
く
な
り
寂
し

い
と
い
う
声
や
統
合
小
学
校
は

「
遠
く
の
学
校
」
と
い
う
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。 

そ
の
た
め
、
「
双
方
向
性
の

あ
る
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」

を
最
重
要
課
題
の
一
つ
に
定

め
、
保
護
者
、
地
域
の
方
々
に

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
に
努

め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の

取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

１ 

保
護
者
、
地
域
の
方
々
を

対
象
と
し
て
学
校
開
放
日
「
ウ

ェ
ル
亀
デ
ー
」
を
設
定
し
、
定

例
の
授
業
参
観
と
併
せ
て
毎
月

授
業
や
行
事
を
参
観
で
き
る
よ

う
に
し
た
。 

２ 

地
域
の
方
々
に
総
合
的
な

学
習
の
時
間
、生
活
科
の
学
習
、

道
徳
の
時
間
等
に
お
い
て
Ｇ
Ｔ

と
し
て
お
い
で
い
た
だ
い
た
。

さ
ら
に
、
低
学
年
の
学
習
補
助

と
し
て
保
護
者
・
地
域
の
方
々

の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。 

３ 

保
幼
小
中
縦
割
り
グ
ル
ー

プ
で
校
区
内
の
清
掃
活
動
を
実

施
し
た
。
ま
た
、
小
学
校
区
内

の
保
幼
小
の
縦
割
り
グ
ル
ー
プ

で
も
地
域
の
清
掃
活
動
等
に
取

り
組
ん
だ
。 

 

各
地
区
の
文
化
祭
や
運
動

会
、
敬
老
会
等
の
行
事
に
参
加

し
た
り
、
幼
稚
園
・
保
育
園
児

に
読
み
聞
か
せ
を
し
た
り
す
る

等
、
地
域
に
貢
献
す
る
活
動
に

取
り
組
ん
で
き
た
。 

４ 

学
校
の
自
己
評
価
の
結
果

を
学
校
だ
よ
り
等
で
公
表
し
、

課
題
と
そ
の
改
善
状
況
を
お
知

ら
せ
し
た
。 

◇
こ
れ
ま
で
学
校
開
放
日
に

は
、
地
域
の
方
々
に
も
多
く
来

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
際

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
子
ど
も

の
様
子
を
見
て
安
心
し
た
等
の

評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
通
学
バ
ス
指
導
等
の
取

組
に
つ
い
て
も
、
定
期
的
に
職

員
が
現
地
に
赴
き
実
地
に
指
導

す
る
こ
と
に
好
感
を
持
っ
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
全
職
員
で
手

応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
双
方
向
性
の
あ
る
開
か
れ
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け
た
体
験
活
動
も
含
め
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

１
研
究
主
題
「
子
ど
も
一
人
一

人
の
存
在
感
が
あ
る
魅
力
あ
る

学
校
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」
～

子
ど
も
が
い
き
い
き
と
活
動
す

る
場
の
充
実
と
組
織
的
な
指
導

支
援
を
基
盤
と
し
て
～ 

２
研
究
内
容 

視
点
①
支
持
的
風
土
の
あ
る
学

習
集
団
づ
く
り 

〇
ほ
め
る
・
励
ま
す
評
価
を
行

い
、
学
び
合
い
の
指
導
の
工
夫

改
善
を
図
り
な
が
ら
、
生
徒
が

共
に
高
め
あ
う
授
業
づ
く
り
を

行
う
。 

視
点
②
絆
づ
く
り
の
場
と
し
て

中
連
携
の
推
進
・
強
化
」
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

本
年
度
は
、
学
校
運
営
協
議

会
の
一
層
の
充
実
を
図
り
、 

① 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
便
り
に
よ

る
活
動
の
ね
ら
い
及
び
支
援

内
容
の
一
層
の
共
有 

② 

町
内
の
施
設
・
事
業
所
の

積
極
的
な
活
用 

③ 

父
母
・
兄
弟
・
祖
父
母
等

の
各
年
代
の
交
流
を
通
し
た

支
援
人
材
と
支
援
内
容
の
拡

充 

④ 

学
校
と
地
域
・
家
庭
の
双

方
向
性
を
も
っ
た
取
組
の
一

層
の
充
実 

⑤ 

更
な
る
学
校
開
放 

本
校
は
、
昨
年
度

か
ら
文
部
科
学
省
の

指
定
を
受
け
、
登
立

小
学
校
、
上
小
学

校
、
中
北
小
学
校
、

中
南
小
学
校
と
と
も

に
、
「
子
ど
も
た
ち

の
自
立
支
援
事
業
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
昨
年
度
は
、
三

つ
の
視
点
で
各
校
の

共
通
実
践
事
項
を

設
定
し
、
研
究
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
今

年
度
は
各
種
関
係

団
体
等
と
連
携
を
図

り
、
学
校
復
帰
に
向

本
校
は
、
昨
年
度

か
ら
熊
本
県
指
定

「
地
域
と
共
に
創
る

熊
本
版
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進

事
業
」
研
究
推
進
校

と
し
て
、
「
学
校
を

拓
き
、
地
域
を
活
か

す
熊
本
版
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

推
進
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

昨
年
度
は
、
学
校

運
営
協
議
会
を
立

ち
上
げ
、
「
地
域
人

材
の
教
育
活
動
へ
の

活
発
な
支
援
」
「
小

う
。 

視
点
③
不
登
校
の
未
然
防
止
・ 

解
消
に
向
け
た
関
係
機
関
と
の

連
携 

〇
し
ろ
や
ま
ハ
ウ
ス（
分
教
室
）

か
ら
教
室
ま
で
の
復
帰
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
発
と
実
施
。 

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十

四
日
（
木
）
に
開
催
す
る
研
究

発
表
会
に
お
い
て
は
、
中
学
校

の
理
科
、
道
徳
、
小
学
校
の
外

国
語
活
動
で
の
公
開
授
業
と
小

学
校
間
の
交
流
活
動
を
行
い
、

い
き
い
き
と
活
動
す
る
生
徒
の

姿
を
提
案
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
多
く
の
先
生
方
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

た
学
校
づ
く
り
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

◇
音
読
計
算
練
習
タ
イ
ム

で
地
域
の
方
に
学
習
補
助

と
し
て
協
力
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た 

◇
学
校
開
放
日
「
ウ
ェ
ル

亀
デ
ー
」
に
お
い
で
い
た

だ
い
た
保
護
者
・
地
域
の

方
々 
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平成２５年度 部門別研究会･講習会実施予定  

名      称 期  日 場    所 

夏 季 書 写 講 習 会 7 月 2 6 日 天 草 教 育 会 館 

情 報 機 器 活 用 研 修 会 8 月 2 0 日 本 渡 東 中 学 校 

小 学 校 理 科 実 験 講 習 会 8 月 2 0 日 本 渡 南 小 学 校 

県 中 学 校 理 科 研 究 発 表 会 1 0 ～ 1 1 月 上 天 草 市 

小 中 学 校 体 育 研 究 発 表 大 会 1 月 2 4 日 浦 和 小 ・ 有 明 中 

県 国 語 教 育 研 究 大 会 1 月 3 1 日 本 渡 北 小 学 校 

特 別 活 動 研 究 大 会 1 1 月 2 2 日 未   定 

図 書 館 教 育 研 究 大 会 1 2 月 上 旬 亀 川 小 学 校 

家 庭 科 授 業 研 究 会 1 1 月 未   定 

小 学 校 社 会 科 研 究 会 1 ～ 2 月 本 渡 南 小 学 校 

中 学 校 社 会 科 研 究 会 1月中～下旬 未   定 

音 楽 授 業 研 究 会 未  定 河 浦 小 ・ 天 草 中 

技 術 家 庭 科 研 究 大 会 1 0 月 1 5 日 今 津 中 ・ 阿 村 中 

理 科 現 地 研 修 会 8 月 8 日 御 所 浦 

図 工 ・ 美 術 教 育 実 技 研 修 会 8 月 2 2 日 丸 尾 焼 窯 元 
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ご
あ
い
さ
つ 

天
草
教
育
研
究
所
長 

松

下

 

恭

子 

て
、
教
職
員
が
主
体
に
な
っ
て

専
門
的
な
研
究
及
び
諸
活
動
を

行
い
、
天
草
の
教
育
振
興
に
大

き
く
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
各
市
町
か
ら
は
、
本
研
究
所

の
事
業
に
対
し
て
毎
年
多
大
な

る
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。 研

究
所
が
設
立
さ
れ
た
当
時

か
ら
す
る
と
、
教
科
等
の
研
修

機
会
も
増
え
、
天
草
外
の
地
域

に
も
活
動
が
広
が
っ
て
き
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
天
草

本
研
究
所
は
、
設
立
以
来
、

学
校
教
育
の
各
分
野
に
わ
た
っ

天
草
教
育
研
究
所
報
は
、
年
二
回

（
七
月
と
二
月
）
発
行
し
て
い
ま
す
。

天
草
の
学
校
や
先
生
方
の
情
報
、
児
童

生
徒
の
活
躍
の
様
子
を
伝
え
て
い
ま

す
。 今

回
か
ら
、
少
し
で
も
読
み
や
す
い

よ
う
に
用
紙
サ
イ
ズ
を
一
回
り
大
き
く

し
ま
し
た
。 

編
集
作
業
は
、
教
育
研
究
所
研
修
部

調
査
委
員
七
名
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ご

意
見
ご
要
望
等
あ
り
ま
し
た
ら
研
究
所

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

（
研
修
部
長 

坂
本
信
也
） 

の
教
職
員
が
主
体
的
に
進
め
る

と
い
う
意
味
を
し
っ
か
り
と
捉

え
、
今
年
度
も
努
力
目
標
「
生

き
る
力
を
は
ぐ
く
む
教
職
員
研

修
の
充
実
と
児
童
生
徒
活
動
の

振
興
」
の
も
と
諸
活
動
を
充
実

さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

学
校
数
が
減
っ
て
い
く
中
組

織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討

も
必
須
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
お
知
恵
を
い
た
だ

き
な
が
ら
よ
り
よ
い
方
向
付
け

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 


